
事業群評価調書（令和６年度実施）

3-2 山浦　義次

5

⑤ 23,079

基準年 R3 R4 R5 R6 R7 最終目標（年度）

目標値① ― 190万人
190万人
（R７）

実績値② ― 進捗状況

達成率
②／①

― ―

R4実績

R5実績

R6計画

【活動指標】 ― ― ―

22,885 0 45,954 ― ― ―

120,799 0 147,839 ―

【成果指標】 ― ― ―

― ― ―

― ― ― ―

施 策 名 特色ある文化資源・スポーツによる地域活性化 事 業 群 関 係 課 （ 室 ） 障害福祉課

事 業 群 名 ながさきピース文化祭2025の開催 令 和 ５ 年 度 事 業 費 （ 千 円 ） 　※下記「２．令和５年度取組実績」の事業費（R5実績）の合計額

基 本 戦 略 名 地域の特徴や資源を活かし、夢や希望の持てるまちを創る 事業群主管所属・課(室)長名 文化観光国際部　ながさきピース文化祭課

１．計画等概要

（長崎県総合計画チェンジ＆チャレンジ2025　本文） （取組項目）

令和7年度のながさきピース文化祭2025は本県の魅力を国内外に発信する絶好の機会であることから、
市町と一体となって文化芸術の振興や地域活性化につながる長崎県らしい文化祭の開催を目指し、文化を
通じた「人づくり、基盤づくり、地域づくり」の仕組みを将来に継承していきます。

ⅰ）市町主体の分野別フェスティバルや地域の特色あるプログラムの実施
ⅱ）文化芸術活動を行う団体等に対する支援の充実
ⅲ）文化を担う人材の育成及び文化団体の体制強化、学校や地域との連携
ⅳ）地域に伝わる伝統芸能や歴史、食などの文化観光資源を活用した、国内外からの誘客促進
ⅴ）文化芸術活動を通した国際交流の拡大及び平和への願いの発信
ⅵ）障害のある人もない人も一緒に参加し交流できる芸術文化事業の実施

事
業
群

　　　　　　　　　　指　標 （進捗状況の分析）

ながさきピース文化祭2025 総参加者数 　文化祭総参加者数目標190万人の達成のためには、各種事業の磨き上
げや更なる認知度の向上および機運醸成が必要となる。

２．令和５年度取組実績（令和６年度新規・補正事業は参考記載）

取
組
項
目

中
核
事
業

事
業
番
号

事務事業名

事業費　(単位:千円） 事業概要 指標（上段：活動指標、下段：成果指標）

令和５年度事業の成果等

うち
一般財源

人件費
(参考)

令和５年度事業内容及び実施状況
（令和６年度新規・補正事業は事業内容） 主な指標

R4目標 R4実績

達成率

R5目標

ⅰ
ⅱ
ⅲ
ⅳ
ⅴ

○ 1

国民文化祭推進事業費

●事業内容
ながさきピース文化祭2025の開催に向け、県及び県実行委

員会を中心に開催準備を進めるとともに、プレイベントの開催や
アンバサダーを活用した広報・情報発信等を実施する。
●実施状況

ながさきピース文化祭2025の開催準備、運営等を行う県実行
委員会へ負担金を支出したほか、実施計画（案）の策定に向
け、企画会議を開催し、県実行委員会主催事業の協議等を行っ
た。

R5実績
事業実施の根拠法令等

事業期間 法令による
事業実施の
義務付け

県の裁量
の余地が
ない事業

他の評価
対象事業

(公共、研究等)
R6目標

●事業の成果
・企画会議を開催するとともに、文化祭の開催周
知や先催県への視察、実施状況について情報
収集を行い、県実行委員会主催事業の準備を
進めることができた。
●事業群の目標達成への寄与
・令和7年度の開催にむけて文化祭の開催周知
や各種事業の構築・調整等に寄与した。

国民文化祭・全国障
害 者 芸 術 ・ 文 化 祭
(R7)参加市町数（市
町）

―

R5-7 国民文化祭、全国障
害 者 芸 術 ・ 文 化 祭
(R7)の参加者数（千
人）

ながさきピース文化祭
課

第40回国民文化祭、第25回全国障害者芸術・文化祭
長崎県実行委員会

所管課(室)名 事業対象



【活動指標】 ― ― ―

194 0 4,595 ― ― ―

1,423 0 31,124 ―

【成果指標】 ― ― ―

― ― ―

〇 ― ― ―

ⅰ

●実績の検証及び解決すべき課題 ●課題解決に向けた方向性

ⅱ

●実績の検証及び解決すべき課題 ●課題解決に向けた方向性

ⅲ

●実績の検証及び解決すべき課題 ●課題解決に向けた方向性

ⅳ

●実績の検証及び解決すべき課題 ●課題解決に向けた方向性

ながさきピース文化祭
課

第40回国民文化祭、第25回全国障害者芸術・文化祭
長崎県実行委員会

３．実績の検証及び解決すべき課題と解決に向けた方向性
市町主体の分野別フェスティバルや地域の特色あるプログラムの実施

各市町が主体的に実施する推進体制を構築するため、市町実行委員会の設立促進を図ったほか、分野別交流事業（分野
別フェスティバル（全国大会））の実施に向けて、中央文化団体、県内市町及び県内文化団体に対する意向調査結果を踏ま
えた各市町とのマッチング及び実施の受け入れの調整を行った。また、地域文化発信事業（地域の特色あるプログラム）の
実施に向けて、各市町の予定事業の調査及び意見交換結果等を踏まえた事業構築に係る調整・協議を重ね、事業計画書
及び収支予算書の提出を受けた。
　今後は、各種事業の円滑な実施に向けて事業の更なる調整や体制確立に取り組む必要がある。

各種事業の円滑な実施に向けて、事業計画書及び収支予算書に基づき、中央文化団体、
県内市町及び関係団体との個別・具体的な調整を図るとともに、事業構築に係る体制の確立
に努める。

ⅵ ○ 2

全国障害者芸術文化祭
推進事業費

●事業内容
ながさきピース文化祭2025の開催に向け、県及び県実行委

員会を中心に開催準備を進める。
●実施状況

実施計画（案）の策定に向け、企画会議を開催し、県実行委員
会主催事業の協議等を行った。

●事業の成果
・企画会議を開催するともに、先催県への視察
や実施状況について情報収集を行い、県実行委
員会主催事業の準備を進めることができた。
●事業群の目標達成への寄与
・令和7年度の開催にむけて障害者の社会参加
や理解促進に寄与した。

国民文化祭・全国障
害 者 芸 術 ・ 文 化 祭
(R7)参加市町数（市
町）

障害者による文化芸術活動の推進に
関する法律 第9～19条

R5-7 国民文化祭、全国障
害 者 芸 術 ・ 文 化 祭
(R7)の参加者数（千
人）

地域に伝わる伝統芸能や歴史、食などの文化観光資源を活用した、国内外からの誘客促進

文化祭の開催準備等のため設立した県実行委員会において、有識者で構成する企画会議を開催し、本県の歴史や食など
の文化資源を活かし、本県の魅力を発信し誘客に繋げる取り組みを市町とともに検討。県では江戸時代に砂糖は西洋と唯
一の窓口であった出島から長崎街道を通って全国へ広がった歴史から、日本遺産である「砂糖文化を広めた長崎街道～
シュガーロード～」にスポットを当てた取り組みとすることなどを立案した。また、文化祭への県外からの参加者の受入態勢づ
くり及び地域の文化観光資源を活用した誘客促進の検討を行った。

今後は、立案した事業の磨き上げを図るとともに、国内外からの誘客に向けた情報発信や受入態勢を構築・強化する必要
がある。

日本遺産のシュガーロードに取り組む団体と連携の上、菓子類関係団体の協力を得ながら
検討部会を編成し、スイーツに関するコンテスト実施の方向性を決めていくほか、その受賞作
品を活用した企画列車の運行や物産展の開催など周遊や賑わいづくりなどを交通事業者等
関係者と調整を行いながら企画内容を充実させ、県実行委員会において文化祭に向け万全
な準備に努める。また、各市町と各種調整を行いながら、一層効果的な事業実施、事業展開
の準備に努める。

さらに、令和6年3月末に立ち上げた専用ホームぺージ等を活用することで、文化祭はもとよ
り本県の文化観光資源等について、国内外に向けた積極的な情報発信に努めるとともに、文
化祭における出演団体や個人の宿泊、旅客輸送、弁当手配及び観光のサポートを行う「トラ
ベルセンター」の設置の準備に努める。

文化芸術活動を行う団体等に対する支援の充実

県内文化団体に対する実施予定事業の調査結果を踏まえた事業の実施を支援するため、県内文化団体を対象とした補助
制度構築の準備・検討を行った。
　今後は、支援の具体化に向けた各種取組を行う必要がある。

長崎県文化団体協議会と協力・連携し、県内文化団体に対する効果的な補助制度の立案・
構築に努める。

文化を担う人材の育成及び文化団体の体制強化、学校や地域との連携

文化祭の開催準備等のため設立した県実行委員会において、有識者で構成する企画会議を開催し、次世代を担う子供た
ちや若者が主体的に関わることで、故郷への誇りや愛着を持ち、新しい文化を生み出すエネルギーに繋げる取り組みを検
討。県内出身のプロの方に演劇や音楽のワークショップ等を実施してもらい、文化祭期間中にその成果を披露する機会を創
出することを立案した。

今後は、立案した事業の磨き上げを図るとともに、学校や地域と連携を強化し、県内の学生や地域の方々をはじめ多くの
方々が参画できる仕組みを検討する必要がある。

本県出身の「演劇」「音楽」のプロの方々と連携し、プログラムの方向性を決めていくほか、
教育機関に対し生徒の参加に向けた調整を行い、県実行委員会において文化祭に向け万全
な準備に努める。

また、企業協賛や協賛事業制度を構築するなど、関係団体等と連携し、文化祭の機運醸成
等に努める。



ⅴ

●実績の検証及び解決すべき課題 ●課題解決に向けた方向性

ⅵ

●実績の検証及び解決すべき課題 ●課題解決に向けた方向性

文化芸術活動を通した国際交流の拡大及び平和への願いの発信

文化祭の開催準備のため設立した県実行委員会において、有識者で構成する企画会議を開催し、国際交流や平和に向け
た取り組みを検討した結果、国際交流として韓国・中国の若い奏者に呼びかけ日本の若者とオーケストラを結成した演奏会
の開催や、平和の取り組みとして、子供たちが平和の絵を書く「ゲルニカ」のほか、「平和の文化」をテーマとしたシンポジウム
開催を立案した。

今後は、立案した事業の磨き上げを図るとともに、各市町実行委員会主催事業との相乗効果を図るため、各種事業との連
携や関連付けを図る必要がある。

音楽関係者や美術関係者又は平和活動に関係する団体・個人の参画による検討部会を取
り組みごとに設置の上、企画内容を充実させ、県実行委員会において文化祭に向け万全な準
備に努める。

また、各市町や関係団体との各種調整を行いながら、一層効果的な事業実施、事業展開の
準備に努める。

事業期間 事業構築
の視点

見直しの方向 見直し区分
所管課(室)名 ※令和６年度の新たな取組は「R６新規」等と、見直しがない場合は「―」と記載

障害のある人もない人も一緒に参加し交流できる芸術文化事業の実施

全国障害者芸術・文化祭は、平成19年に実施され今回が2回目の開催となる。1回目開催時は、主に会場であったシー
ハット大村においてイベント等を集約させて実施した。今回の全国障害者芸術・文化祭は、国民文化祭と一体的に開催し、多
くの県民の参加や鑑賞の機会の充実を図るため、県内各地域において各種イベント等を実施し、国民の障害への理解と認
識を深め、障害者の自立と社会参加の促進に繋げる必要がある。

また、障害のある方が、快適に各種イベントへの参加や鑑賞ができるよう、イベント会場における情報支援等の環境づくり
が必要である。

県実行委員会主催事業及び市町実行委員会主催事業において、県内各地域の特色ある文
化・芸術を踏まえ、障害のある人もない人も一緒に参加・交流ができる各種イベントを県内各
地域において実施する。

また、障害のある方が安心して参加・鑑賞ができる環境づくりを創出するため、手話通訳や
要約筆記等の情報支援のほか、会場案内等を行うボランティアの確保並びに県実行委員会
ホームページにおける、イベント会場のバリアフリー情報の掲載等、環境整備を整え充実を図
る。

４．令和６年度見直し内容及び令和７年度実施に向けた方向性
取
組
項
目

中
核
事
業

事
業
番
号

事務事業名
令和６年度事業の実施にあたり見直した内容

令和７年度事業の実施に向けた方向性

注：「２．令和５年度取組実績」に記載している事業のうち、令和５年度終了事業、100%国庫事業など
で県の裁量の余地がない事業、公共事業評価対象事業、研究事業評価対象事業、指定管理者制
度導入施設評価対象事業については、記載対象外としています。

【事業構築の視点】

①　視点①　事業群としての成果目標に対し、特に効果が高い事業の見極め、 事業の選択と集中ができているか。
②　視点②　指標の進捗状況に応じて、その要因分析及びさらに高い効果を出すための工夫、目標に近づけるための
　　工夫を検討・実施できているか。
③　視点③　人員・予算を最大限効果的に活用するための事務・事業の廃止・見直しができているか。
④　視点④　政策間連携により事業効果が高められないか。事業群としてリーダーの明確化、関係課の役割分担・
　　協力関係の整理ができているか。
⑤　視点⑤　県と市町の役割分担・協力関係の整理・認識共有ができているか。
⑥　視点⑥　県と民間の役割分担・協力関係の整理・認識共有ができているか。
⑦　視点⑦　戦略的に関係者の行動を引き出せているか。
⑧　視点⑧　国制度等の最大限の活用が図られているか。国へ政策提案（制度改正要望）する必要はないか。
⑨　視点⑨　経済情勢等、環境の変化に対応した効果的・適切な見直しとなっているか。
⑩　その他の視点

第40回国民文化祭、第25回全国障害者芸術・文化祭の開催年となることから、文化
祭の更なる認知度向上や機運醸成、各種事業の磨き上げ、関係者との連携強化な
ど、総参加者数の拡大に向けた取組の推進に繋げていく。

拡充

R5-7

ながさきピース文化祭課

ⅵ ○ 2

全国障害者芸術文化祭
推進事業費

― ⑨

ⅰ
ⅱ
ⅲ
ⅳ
ⅴ

○ 1

国民文化祭推進事業費

― ⑨

第40回国民文化祭、第25回全国障害者芸術・文化祭の開催年となることから、障害
のある方が安心してイベントへの参加・鑑賞ができる環境づくりを創出するなど、合理
的配慮の提供を行い、障害のある方の文化芸術活動の発表の場を通して、障害に対
する理解を深め、障害のある人の自立と社会参加の促進に繋げていく。

拡充

R5-7

ながさきピース文化祭課


